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(57)【要約】
【課題】オーディオ装置において、リモコンにヘッドホ
ン等が接続されたかどうかを検出できるようにする。
【解決手段】オーディオ装置へ接続可能な第１端子部９
、外部機器と接続可能な第２端子部１１、及びコマンド
入力用の操作部Ｋ１を備え、第１端子部は、オーディオ
装置及び外部機器間でのオーディオ信号伝送用の信号端
子９ｃ、９ｄ、コマンド伝送用のコマンド端子９ｂ、及
び接地端子９ａを備えたリモコン装置において、第２端
子部には、前記信号端子及び接地端子に接続した信号端
子１１ｃ、１１ｄ及び接地端子１１ａ、並びにスイッチ
端子１１ｂを設け、スイッチ端子を、外部機器として所
定の第３の端子部を有するものが接続された場合には該
第３端子部により接地端子へ短絡し、他の場合には開放
状態となるものとし、接地端子及びコマンド端子間には
、操作部の操作状態と前記短絡の有無との組合せに応じ
て異なる抵抗値を示す抵抗回路Ｒ２～Ｒ４を設ける。
【選択図】図２
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【特許請求の範囲】
【請求項１】
　所定のオーディオ装置への接続に使用する第１の端子部、外部機器との接続に使用する
第２の端子部、及び前記オーディオ装置に対するコマンド入力用の操作部を備え、
　前記第１端子部は、前記オーディオ装置及び外部機器間でのオーディオ信号伝送用の信
号端子、前記コマンド伝送用のコマンド端子、及び接地端子を備え、
　前記第２端子部は、前記信号端子及び接地端子に接続した信号端子及び接地端子、並び
にスイッチ端子を備え、
　前記スイッチ端子は、前記外部機器として所定の第３の端子部を有するものが接続され
た場合には該第３端子部により前記接地端子へ短絡し、他の場合には開放状態となるもの
であり、
　前記接地端子及びコマンド端子間には、前記操作部の操作状態と前記短絡の有無との組
合せに応じて異なる抵抗値を示す抵抗回路を具備することを特徴とするリモコン装置。
【請求項２】
　前記第１端子部及び第２端子部は４極端子であり、
　前記第３端子部は３極端子であり、
　前記第３端子部は、前記第２端子部に接続された場合、前記第２端子部における接地端
子及びスイッチ端子間を短絡させる接地端子を有することを特徴とする請求項１に記載の
リモコン装置。
【請求項３】
　請求項１又は請求項２のリモコン装置における第１端子部の信号端子、コマンド端子及
び接地端子にそれぞれ対応する信号端子、コマンド端子及び接地端子を有する接続端子部
と、
　装置の電源及び前記接続端子部のコマンド端子間に設けられた抵抗と、
　前記コマンド端子の電圧値を取得する取得手段と、
　前記コマンド端子に入力され得る各電圧値に対して予め定められた装置に対する各制御
のうち、前記取得手段により取得した電圧値に対応するものを行う制御手段とを具備する
ことを特徴とするオーディオ装置。
【請求項４】
　前記制御手段は、前記電圧値に対応する制御として、前記取得手段により取得した電圧
値が接地電位である場合には、前記接続端子部に直接接続されることが想定されている外
部機器を使用するために必要な制御を行い、
　前記取得手段により取得した電圧値が、前記リモコン装置におけるコマンド端子及び接
地端子間の短絡が生じていない場合に対応する値である場合には、外部機器を使用しない
ように制御を行い、
　前記取得手段により取得した電圧値が、前記短絡が生じている場合に対応する値である
場合には、前記リモコン装置を介して接続されることが想定されている外部機器を使用す
るために必要な制御を行うことを特徴とする請求項３に記載のオーディオ装置。
【請求項５】
　前記制御手段は、前記電圧値に対応する制御として、前記取得手段により取得した電圧
値が接地電位である場合には、前記接続端子部における入出力インピーダンス又は入出力
レベルが第１の状態となるような制御を行い、
　前記取得手段により取得した電圧値が、前記リモコン装置におけるコマンド端子及び接
地端子間の短絡が生じていない場合に対応する値である場合には、前記接続端子部におけ
る入出力インピーダンス又は入出力レベルが第２の状態となるような制御を行い、
　前記取得手段により取得した電圧値が、前記短絡が生じている場合に対応する値である
場合には、前記接続端子部における入出力インピーダンス又は入出力レベルが前記第１の
状態となるような制御を行うことを特徴とする請求項３に記載のオーディオ装置。
【請求項６】
　前記制御手段は、前記電圧値に対応する制御として、前記取得手段により取得した電圧
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値が接地電位である場合には、前記接続端子部からステレオによるオーディオ信号の出力
を行うような制御を行い、
　前記取得手段により取得した電圧値が、前記リモコン装置におけるコマンド端子及び接
地端子間の短絡が生じていない場合に対応する値である場合には、前記接続端子部からモ
ノラルによるオーディオ信号の出力を行うような制御を行い、
　前記取得手段により取得した電圧値が、前記短絡が生じている場合に対応する値である
場合には、前記接続端子部からステレオによるオーディオ信号の出力を行うような制御を
行うことを特徴とする請求項３に記載のオーディオ装置。
【請求項７】
　請求項１又は２のリモコン装置及び請求項３～６のいずれかのオーディオ装置を具備す
ることを特徴とするオーディオシステム。
【請求項８】
　請求項１又は請求項２のリモコン装置における第１端子部の信号端子、コマンド端子及
び接地端子にそれぞれ対応する信号端子、コマンド端子及び接地端子を有する接続端子部
と、
　オーディオ装置の電源及び前記接続端子部のコマンド端子間に設けられた抵抗とを備え
たオーディオ装置における制御方法であって、
　前記コマンド端子の電圧値を取得する取得工程と、
　前記コマンド端子に入力され得る各電圧値に対して予め定められた装置に対する各制御
のうち、前記取得工程により取得した電圧値に対応するものを行う制御工程とを具備する
ことを特徴とするオーディオ装置における制御方法。
【請求項９】
　請求項１又は請求項２のリモコン装置における第１端子部の信号端子、コマンド端子及
び接地端子にそれぞれ対応する信号端子、コマンド端子及び接地端子を有する接続端子部
と、
　オーディオ装置の電源及び前記接続端子部のコマンド端子間に設けられた抵抗とを備え
たオーディオ装置に、
　前記コマンド端子の電圧値を取得する取得手順と、
　前記コマンド端子に入力され得る各電圧値に対して予め定められた装置に対する各制御
のうち、前記取得工程により取得した電圧値に対応するものを行う制御手順とを実行させ
ることを特徴とするプログラム。
【発明の詳細な説明】
【技術分野】
【０００１】
　本発明は、オーディオ装置にコマンドを入力するためのリモコン装置、該リモコン装置
に対応したオーディオ装置、該リモコン装置及びオーディオ装置を有するオーディオシス
テム、該オーディオ装置における制御方法、及び該オーディオ装置に該制御方法を実行さ
せるプログラムに関する。
【背景技術】
【０００２】
　従来、ステレオヘッドホンへの出力やステレオ音声信号のオンライン入力等に用いられ
るプラグとしては、標準的な３極タイプのものと、４極タイプのものとがある。４極タイ
プのものは、３極タイプのものが接続するグラウンド及び左右の音声信号に加え、残りの
もう１極を用いてリモコン等の信号ラインを接続する。４極タイプのものは、ポータブル
オーディオ機器のワイヤードリモコン等において広く利用されている。
【０００３】
　図１１はこのような４極プラグが使用できる従来のオーディオ装置の要部を示す回路図
である。図中の１は装置各部の制御や必要な各種情報処理を行うマイコン、２はオーディ
オ装置へのライン入力用の４極ジャックである。４極ジャック２は、グラウンドに接続さ
れたＧＮＤ端子２ａ、マイコン１に対するＡ／Ｄ変換入力用のＡＤＩＮ端子に接続された
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コマンド端子２ｂ、オーディオ装置の右オーディオチャンネル用の回路に接続されたＲ端
子２ｃ、及びオーディオ装置の左オーディオチャンネル用の回路に接続されたＬ端子２ｄ
を備える。装置の電源（Ｖｄｄ）及びマイコン１のＡＤＩＮ端子間には電源電圧Ｖｄｄを
分圧するための抵抗Ｒ１が設けられている。４極ジャック２へは３極プラグ３又は４極プ
ラグ４を接続することができるようになっている。
【０００４】
　図１２は図１１のオーディオ装置に使用することができるリモコンの構成を示す回路図
である。このリモコンはオーディオ装置の４極ジャック２に接続することができる４極プ
ラグ５を備える。４極プラグ５は４極ジャック２の各端子２ａ～２ｄにそれぞれ接続する
ＧＮＤ端子５ａ、コマンド端子５ｂ、Ｒ端子５ｃ、及びＬ端子５ｄを備える。ＧＮＤ端子
５ａはグラウンドに接続されており、コマンド端子５ｂは抵抗Ｒ２及びＲ３の直列回路を
介してグラウンドに接続されている。抵抗Ｒ３の両端にはリモコンキーＫ１の押下により
短絡される２つの端子がそれぞれ接続されている。
【０００５】
　図１３は図１１の構成においてマイコン１のＡＤＩＮ端子に入力される４種類の電圧値
及びこれらに対応する状態を示す。図１３に示すように、４極ジャック２に対して接続が
行われていない「未接続時」の状態においては、ＡＤＩＮ端子に電源電圧Ｖｄｄが入力さ
れる。リモコンの４極プラグ５が４極ジャック２に接続され、リモコンキーＫ１が押下さ
れていない「リモコン検出」の状態においては、電源電圧Ｖｄｄをオーディオ装置の抵抗
Ｒ１と、リモコンの抵抗Ｒ２及びＲ３とで分圧した電圧であるＶｄｄ×Ｒ２３／（Ｒ１＋
Ｒ２３）が入力される。ただし、Ｒ２３は抵抗Ｒ２及びＲ３の抵抗値を加算した抵抗値で
あり、Ｒ１は抵抗Ｒ１の抵抗値である。
【０００６】
　リモコンの４極プラグ５が４極ジャック２に接続され、リモコンキーＫ１が押下された
「リモコン検出（キー押下）」の状態においては、抵抗Ｒ３の両端が短絡するので、電源
電圧Ｖｄｄを抵抗Ｒ１と、抵抗Ｒ２とで分圧した電圧であるＶｄｄ×Ｒ２／（Ｒ１＋Ｒ２
）が入力される。一方、通常の３極プラグが４極ジャック２に接続された「リモコンなし
＆３極プラグ」の状態においては、４極ジャック２のＧＮＤ端子２ａ及びコマンド端子２
ｂが短絡し、コマンド端子２ｂが接地状態となるので、０[Ｖ]が入力される。
【０００７】
　したがって、マイコン１は、図１３で示される「電圧」欄及び「状態」欄の対応を参照
することにより、ＡＤＩＮ端子に入力される電圧値に基づいて、「状態」欄における各状
態のいずれにあるかを判定することができる。
【０００８】
　図１４は図１１の構成において、４極ジャック２をヘッドホン端子として使用する場合
に可能なマイコン１による制御を示す。図１４に示すように、４極ジャック２に接続され
た外部接続機器が３極プラグ３を有する「３極のヘッドホン」である場合には、図１３に
示されるようにＡＤＩＮ端子には０[Ｖ]が入力されるので、これに基づき、マイコン１は
内蔵スピーカからの出力を無効とする制御を行うことができる。
【０００９】
　４極ジャック２に接続された外部接続機器が図１２のようなリモコンを有する「４極の
リモコン付きヘッドホン」である場合には、ＡＤＩＮ端子にはＶｄｄ×Ｒ２３／（Ｒ１＋
Ｒ２３）が入力されるので、これに基づき、マイコン１は内蔵スピーカからの出力を無効
とする制御を行うことができる。４極ジャック２に接続された外部接続機器が図１２のよ
うな「４極中２極のみ利用したリモコン」である場合には、ＡＤＩＮ端子にはＶｄｄ×Ｒ
２３／（Ｒ１＋Ｒ２３）が入力されるので、これに基づき、マイコン１は内蔵スピーカか
らの出力を有効とする制御を行うことができる。
【００１０】
　なお、これらの外部接続機器がリモコン付きヘッドホンである場合、及び２極のみを使
用するリモコンである場合には、ＡＤＩＮ端子への入力電圧が等しく、区別ができないた
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め、オーディオ装置の仕様としては、いずれか一方の場合のみの対応となる。ただし、リ
モコンにおける抵抗Ｒ２及びＲ３の抵抗値を、リモコン付きヘッドホンの場合と、２極の
みを使用するリモコンの場合とで異なるものとすることにより、区別をつけることができ
るので、その場合にはいずれの場合にも対応することができる。
【００１１】
　一方、外部接続機器が何も接続されていない場合には、ＡＤＩＮ端子には電源電圧Ｖｄ
ｄが入力されるので、これに基づき、マイコン１は内蔵スピーカからの出力を有効とする
ことができる。このようにして、マイコン１はＡＤＩＮ端子の電圧値に応じて外部接続機
器を判別し、内蔵スピーカを有効又は無効にするかを制御することができる。
【００１２】
　図１５は図１１の構成において、４極ジャック２をマイク端子として使用する場合に可
能なマイコン１による制御を示す。図１５に示されるように、この場合も図１４の場合と
同様に、マイコン１はＡＤＩＮ端子の電圧値に応じて、４極ジャック２に接続される外部
接続機器が「３極のマイク」、「４極のリモコンつきマイク」、「４極中２極のみ利用し
たリモコン」、又は「未接続」であるかを判別し、内蔵マイクを有効又は無効とするかを
制御することができる。
【００１３】
　なおこの場合も、外部接続機器が４極プラグを有するリモコン付きマイクである場合、
及び４極中の２極のみを利用したリモコンである場合を区別することはできないので、オ
ーディオ装置の仕様としてはいずれか一方の場合のみの対応となる。ただしこの場合も、
リモコンにおける抵抗Ｒ２及びＲ３の抵抗値を、リモコン付きマイクと２極のみを利用し
たリモコンとで異なる値とすることにより、双方の場合に対応することができる。
【００１４】
　なお、４極プラグを有するリモコン付きヘッドホン及び３極プラグを有するリモコン無
しヘッドホンのいずれをも選択的に接続することができるようにしたオーディオ装置とし
ては、特許文献１に記載されたものも知られている。
【００１５】
【特許文献１】特開平４－３１６２９９号公報
【発明の開示】
【発明が解決しようとする課題】
【００１６】
　しかしながら、上述図１１の従来技術によれば、２極のみを利用したリモコンに対して
さらに３極ジャックを設け、その３極ジャックに対してヘッドホンや外部マイクを接続す
ることができるようにすることによって、リモコンとヘッドホン又はマイクを併用するこ
とが可能となるのではあるが、その３極ジャックにヘッドホン又は外部マイクが接続され
ているかどうかを検出することができないという問題がある。
【００１７】
　つまり、２極のみを利用したリモコンがオーディオ装置に接続されたとき、図１４や図
１５で示されるように内蔵スピーカ又は内蔵マイクを無効とすることはない。そして、仮
にそのリモコンに対して３極ジャックを設け、ヘッドホン又はマイクを接続したとしても
マイコン１はそのことを検出することができない。このため、そのようなリモコンにヘッ
ドホン又はマイクを接続したときに、内蔵のスピーカ又はマイクを自動的にオフすること
ができない。その結果、２極のみを利用したリモコンに対して実質的には３極ジャックを
設けることができない。このことは、サイズやコストの制約により、オーディオ装置本体
に対してリモコン端子及びヘッドホン又はマイク用端子の双方を設けることができない場
合には、オーディオ装置の機能を限定することになる。
【００１８】
　本発明の目的は、このような従来技術の問題点に鑑み、オーディオ装置において、２極
のみを利用したリモコンに対し、さらにヘッドホンやマイクが接続されたかどうかを検出
することができるようにすることにある。
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【課題を解決するための手段】
【００１９】
　この目的を達成するため、第１の発明に係る装置は、所定のオーディオ装置への接続に
使用する第１の端子部、外部機器との接続に使用する第２の端子部、及び前記オーディオ
装置に対するコマンド入力用の操作部を備え、前記第１端子部は、前記オーディオ装置及
び外部機器間でのオーディオ信号伝送用の信号端子、前記コマンド伝送用のコマンド端子
、及び接地端子を備え、前記第２端子部は、前記信号端子及び接地端子に接続した信号端
子及び接地端子、並びにスイッチ端子を備え、前記スイッチ端子は、前記外部機器として
所定の第３の端子部を有するものが接続された場合には該第３端子部により前記接地端子
へ短絡し、他の場合には開放状態となるものであり、前記接地端子及びコマンド端子間に
は、前記操作部の操作状態と前記短絡の有無との組合せに応じて異なる抵抗値を示す抵抗
回路を具備することを特徴とする。
【００２０】
　ここで、リモコン装置としては、たとえば後述の図２に示すようなものが該当する。第
１端子部、第２端子部、及び第３端子部としては、たとえば同図における４極プラグ９、
４極ジャック１１、及び３極プラグ１０が該当する。抵抗回路としては、たとえば後述の
図４（ａ）や（ｂ）に示すものが該当する。操作部の操作状態と前記短絡の有無との組合
せに応じて異なる抵抗値としては、たとえば、後述の図３におけるＲ２３４、Ｒ２４、Ｒ
２３、及びＲ２や、図５における（Ｒ２＋３）、Ｒ３、（Ｒ２＋Ｒ３４）、及びＲ３４が
該当する。
【００２１】
　この構成において、第１端子部がオーディオ装置に接続され、第２端子部に対して第３
端子部が接続されていない場合には、スイッチ端子は開放状態であるため、抵抗回路はこ
の開放状態における操作部の操作状態に対応した抵抗値を示す。オーディオ装置はこの抵
抗値を検出した場合には、第３端子部を有する外部機器がリモコンに接続されていない場
合の制御を行うことができる。第１端子部がオーディオ装置に接続され、第２端子部に対
して第３端子部が接続されている場合には、スイッチ端子は短絡状態であるため、抵抗回
路はこの短絡状態における操作部の操作状態に対応した抵抗値を示す。オーディオ装置は
この抵抗値を検出した場合には、第３端子部を有する外部機器がリモコンに接続されてい
る場合の制御を行うことができる。
【００２２】
　第２の発明に係るリモコン装置は、第１発明において、前記第１端子部及び第２端子部
は４極端子であり、前記第３端子部は３極端子であり、前記第３端子部は、前記第２端子
部に接続された場合、前記第２端子部における接地端子及びスイッチ端子間を短絡させる
接地端子を有することを特徴とする。
【００２３】
　第３の発明に係るオーディオ装置は、前記第１発明又は第２発明に係るリモコン装置に
おける第１端子部の信号端子、コマンド端子及び接地端子にそれぞれ対応する信号端子、
コマンド端子及び接地端子を有する接続端子部と、装置の電源及び前記接続端子部のコマ
ンド端子間に設けられた抵抗と、前記コマンド端子の電圧値を取得する取得手段と、前記
コマンド端子に入力され得る各電圧値に対して予め定められた装置に対する各制御のうち
、前記取得手段により取得した電圧値に対応するものを行う制御手段とを具備することを
特徴とする。
【００２４】
　第４の発明に係るオーディオ装置は、第３発明において、前記制御手段は、前記電圧値
に対応する制御として、前記取得手段により取得した電圧値が接地電位である場合には、
前記接続端子部に直接接続されることが想定されている外部機器を使用するために必要な
制御を行い、前記取得手段により取得した電圧値が、前記リモコン装置におけるコマンド
端子及び接地端子間の短絡が生じていない場合に対応する値である場合には、外部機器を
使用しないように制御を行い、前記取得手段により取得した電圧値が、前記短絡が生じて



(7) JP 2009-100414 A 2009.5.7

10

20

30

40

50

いる場合に対応する値である場合には、前記リモコン装置を介して接続されることが想定
されている外部機器を使用するために必要な制御を行うことを特徴とする。
【００２５】
　第５の発明に係るオーディオ装置は、第３発明において、前記制御手段は、前記電圧値
に対応する制御として、前記取得手段により取得した電圧値が接地電位である場合には、
前記接続端子部における入出力インピーダンス又は入出力レベルが所定の第１の状態とな
るような制御を行い、前記取得手段により取得した電圧値が、前記リモコン装置における
コマンド端子及び接地端子間の短絡が生じていない場合に対応する値である場合には、前
記接続端子部における入出力インピーダンス又は入出力レベルが所定の第２の状態となる
ような制御を行い、前記取得手段により取得した電圧値が、前記短絡が生じている場合に
対応する値である場合には、前記接続端子部における入出力インピーダンス又は入出力レ
ベルが前記第１の状態となるような制御を行うことを特徴とする。
【００２６】
　第６の発明に係るオーディオ装置は、第３発明において、前記制御手段は、前記電圧値
に対応する制御として、前記取得手段により取得した電圧値が接地電位である場合には、
前記接続端子部からステレオによるオーディオ信号の出力を行うような制御を行い、前記
取得手段により取得した電圧値が、前記リモコン装置におけるコマンド端子及び接地端子
間の短絡が生じていない場合に対応する値である場合には、前記接続端子部からモノラル
によるオーディオ信号の出力を行うような制御を行い、前記取得手段により取得した電圧
値が、前記短絡が生じている場合に対応する値である場合には、前記接続端子部からステ
レオによるオーディオ信号の出力を行うような制御を行うことを特徴とする。
【００２７】
　第７の発明に係るオーディオシステムは、第１又は第２発明に係るリモコン装置及び第
３～第６のいずれかの発明に係るオーディオ装置を具備することを特徴とする。
【００２８】
　第８の発明に係るオーディオ装置における制御方法は、第１発明又は第２発明に係るリ
モコン装置における第１端子部の信号端子、コマンド端子及び接地端子にそれぞれ対応す
る信号端子、コマンド端子及び接地端子を有する接続端子部と、オーディオ装置の電源及
び前記接続端子部のコマンド端子間に設けられた抵抗とを備えたオーディオ装置における
制御方法であって、前記コマンド端子の電圧値を取得する取得工程と、前記コマンド端子
に入力され得る各電圧値に対して予め定められた装置に対する各制御のうち、前記取得工
程により取得した電圧値に対応するものを行う制御工程とを具備することを特徴とする。
【００２９】
　第９の発明に係るプログラムは、第１発明又は第２発明に係るリモコン装置における第
１端子部の信号端子、コマンド端子及び接地端子にそれぞれ対応する信号端子、コマンド
端子及び接地端子を有する接続端子部と、オーディオ装置の電源及び前記接続端子部のコ
マンド端子間に設けられた抵抗とを備えたオーディオ装置に、前記コマンド端子の電圧値
を取得する取得手順と、前記コマンド端子に入力され得る各電圧値に対して予め定められ
た装置に対する各制御のうち、前記取得工程により取得した電圧値に対応するものを行う
制御手順とを実行させることを特徴とする。
【発明の効果】
【００３０】
　本発明によれば、リモコン装置において、第１端子部の信号端子及び接地端子に接続し
た信号端子及び接地端子、並びにスイッチ端子を備えた第２端子部を設け、スイッチ端子
を、外部機器として所定の第３の端子部を有するものが接続された場合には該第３端子部
により接地端子へ短絡し、他の場合には開放状態となるものとし、接地端子及びコマンド
端子間には、操作部の操作状態と前記短絡の有無との組合せに応じて異なる抵抗値を示す
抵抗回路を設けるようにしたため、この抵抗値に基づき、オーディオ装置は、該外部機器
のリモコン装置への接続の有無を検出することができる。
【００３１】
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　また、オーディオ装置において、コマンド端子に入力され得る各電圧値に対して予め定
められた装置に対する各制御のうち、コマンド端子に入力された電圧値に対応するものを
行う制御手段を設けるようにしたため、上記リモコン装置の第１端子部が接続端子部に接
続された場合、該リモコン装置に対してさらに第３端子部を有する外部機器が接続された
かどうかを、コマンド端子の電圧値として検出し、その外部機器の接続の有無に応じた制
御を行うことができる。
【発明を実施するための最良の形態】
【００３２】
　図１は本発明の一実施形態に係るオーディオ装置の要部を示す回路図である。同図に示
すように、このオーディオ装置は、装置各部の制御や必要な各種情報処理を行うマイコン
１、ライン入力用の４極ジャック２、装置本体に内蔵されたマイク７、オーディオ装置の
オーディオ回路への入力を４極ジャック２及びマイク７間で切り替える入力セレクタ８、
並びにマイコン１のＡ／Ｄ変換入力用のＡＤＩＮ端子と装置の電源（Ｖｄｄ）との間に設
けられ、電源電圧Ｖｄｄを分圧するための抵抗Ｒ１を備える。マイク７は左右各チャンネ
ル用のマイク７Ｌ及び７Ｒによって構成される。
【００３３】
　４極ジャック２は、グラウンドに接続されたＧＮＤ端子２ａ、マイコン１のＡＤＩＮ端
子に接続されたコマンド端子２ｂ、並びに入力セレクタ８に接続された右オーディオチャ
ンネル用のＲ端子２ｃ及び左オーディオチャンネル用のＬ端子２ｄを備える。４極ジャッ
ク２へは、３極プラグ３又は４極プラグ４を接続することができる。４極プラグ４を接続
した場合には各４極はそれぞれ４極ジャック２の端子２ａ～２ｄと接続する。３極プラグ
３を接続した場合には、４極ジャック２のコマンド端子２ｂはＧＮＤ端子２ａと接続し、
接地された状態となる。
【００３４】
　入力セレクタ８はオーディオ装置の右オーディオチャンネル用回路への入力を４極ジャ
ック２のＲ端子２ｃ及びマイク７Ｒ間で切り替える第１のスイッチ、及びオーディオ装置
の右オーディオチャンネル用回路への入力を４極ジャック２のＬ端子２ｄ及びマイク７Ｌ
間で切り替える第２のスイッチを備える。入力セレクタ８の制御は、マイコン１がそのＡ
ＤＩＮ端子への入力電圧に基づいて行う。マイコン１は、内蔵のプログラムに基づき、装
置各部の制御を行う。たとえば、ＡＤＩＮ端子への入力電圧に基づき、４極ジャック２に
おける入力又は出力インピーダンスや入力又は出力レベルの制御を行ったり、４極ジャッ
ク２からのオーディオ信号の出力をモノラルで行うか又はステレオで行うかの制御を行っ
たりすることができる。
【００３５】
　図２は図１のオーディオ装置に使用することができるリモコンの構成を示す回路図であ
る。このリモコンはオーディオ装置の４極ジャック２に接続することができる４極プラグ
９、３極プラグ１０を接続することができる４極ジャック１１、及びリモコンキーＫ１を
備える。このリモコンはリモコンキーＫ１によりオン・オフの２値を選択的にオーディオ
装置に入力するためのものである。ユーザはリモコンキーＫ１により、たとえばオーディ
オ装置に対し、録音の開始及び停止を指示することができる。
【００３６】
　４極プラグ９は、４極ジャック２の各端子２ａ～２ｄにそれぞれ接続するＧＮＤ端子９
ａ、コマンド端子９ｂ、Ｒ端子９ｃ、及びＬ端子９ｄを備える。ＧＮＤ端子９ａはグラウ
ンドに接続される。コマンド端子９ｂは抵抗Ｒ２、Ｒ３、及びＲ４の直列回路を介してグ
ラウンドに接続される。抵抗Ｒ３の両端にはそれぞれリモコンキーＫ１の２つの端子が接
続されており、リモコンキーＫ１が押下されると抵抗Ｒ３の両端が短絡するようになって
いる。
【００３７】
　４極ジャック１１はグラウンドに接続されたＧＮＤ端子１１ａ、抵抗Ｒ３及びＲ４間の
接続点に接続されたスイッチ端子１１ｂ、４極プラグ９のＲ端子９ｃに接続されたＲ端子
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１１ｃ、及び４極プラグ９のＬ端子９ｄに接続されたＬ端子１１ｄを備える。３極プラグ
１０はライン入力用のものであり、外部マイクやヘッドホンに接続されている。３極プラ
グ１０はグラウンド用のＧＮＤ端子１０ａ、右オーディオチャンネル用のＲ端子１０ｃ、
及び左オーディオチャンネル用のＬ端子１０ｄを備える。ＧＮＤ端子１０ａは、４極ジャ
ック９に接続されたとき、端子１１ａ及び１１ｂを接続し、抵抗Ｒ４の両端をショートさ
せるスイッチの役割を果たす。
【００３８】
　図３はマイコン１によるセレクタ８の制御例を示す。同図の表においては、マイコン１
のＡＤＩＮ端子に入力される６種類の電圧値が「電圧」欄において示されている。これら
の電圧値に対応する４極ジャック２に関係する状態が「状態」欄において示され、対応す
る入力セレクタ８のセレクタ位置が「セレクタ位置」欄において示されている。同図に示
されるように、４極ジャック２に対して何も接続されていない「未接続時」の状態におい
ては電源電圧ＶｄｄがＡＤＩＮ端子入力される。これに基づき、マイコン１はセレクタ８
により、オーディオ回路への入力として「内蔵マイク」であるマイク７を選択し、マイク
７による録音が可能な状態とする。
【００３９】
　一方、３極プラグ１０が接続されることなくリモコンがオーディオ装置に接続され、リ
モコンキーＫ１が押下されていない「リモコン挿入」の状態においては、電源電圧Ｖｄｄ
を抵抗Ｒ１と、抵抗Ｒ２、Ｒ３及びＲ４とで分圧した電圧値であるＶｄｄ×Ｒ２３４／（
Ｒ１＋Ｒ２３４）がＡＤＩＮ端子に入力される。ただし、Ｒ２３４は抵抗Ｒ２、Ｒ３、及
びＲ４の各抵抗値Ｒ２、Ｒ３、及びＲ４の和であり、Ｒ１は抵抗Ｒ１の抵抗値である。こ
の電圧値に基づき、マイコン１はマイク７を選択する。
【００４０】
　この状態でリモコンキーＫ１が押下された「リモコン挿入（キー押下）」の状態におい
ては、抵抗Ｒ３の両端が短絡した状態となるので、電源電圧Ｖｄｄを抵抗Ｒ１と、抵抗Ｒ
２及びＲ４とで分圧した電圧値であるＶｄｄ×Ｒ２４／（Ｒ１＋Ｒ２４）がＡＤＩＮ端子
に入力される。ただし、Ｒ２４は抵抗Ｒ２及びＲ４の各抵抗値Ｒ２及びＲ４の和である。
この電圧値に基づき、マイコン１はマイク７の選択を維持するとともに、この電圧値を録
音開始の指示であると解釈し、マイク７からの音声信号に基づく録音を開始する。リモコ
ンキーＫ１の押下が解除された場合には、録音を停止し、録音開始前の「リモコン挿入」
の状態に戻る。
【００４１】
　また、３極プラグ１０が接続されたリモコンがオーディオ装置に接続され、リモコンキ
ーＫ１が押下されていない「リモコン＆ライン入力検出」の場合には、抵抗Ｒ４の両端が
短絡状態となるので、電源電圧Ｖｄｄを抵抗Ｒ１と、抵抗Ｒ２及びＲ３とで分圧した電圧
値であるＶｄｄ×Ｒ２３／（Ｒ１＋Ｒ２３）がＡＤＩＮ端子に入力される。ただし、Ｒ２
３は抵抗Ｒ２及びＲ３の各抵抗値Ｒ２及びＲ３の和である。この電圧値に基づき、マイコ
ン１はセレクタ８により４極ジャック２からのライン入力を選択し、外部マイクを用いた
録音が可能な状態とする。
【００４２】
　この状態においてリモコンキーＫ１が押下された「リモコン＆ライン入力検出（キー押
下）」の状態においては、電源電圧Ｖｄｄを抵抗Ｒ１と、抵抗Ｒ２とで分圧した電圧値で
あるＶｄｄ×Ｒ２／（Ｒ１＋Ｒ２）がＡＤＩＮ端子に入力される。これに基づき、マイコ
ン１は、ライン入力の選択を維持するとともに、該電圧値の入力を録音開始の指示である
と解釈し、外部マイクからの音声信号に基づく録音を開始する。リモコンキーＫ１の押下
が解除されると、録音を停止し、録音開始前の「リモコン＆ライン入力検出」の状態に戻
る。
【００４３】
　一方、外部マイクに接続した通常の３極プラグ３が直接オーディオ装置の４極ジャック
２に接続された「３極プラグ（リモコンなし）」の状態においては、４極ジャック２の端
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子２ｂが接地状態となり、０[Ｖ]がＡＤＩＮ端子に入力される。これに基づき、マイコン
１は４極ジャック２を介したライン入力を選択し、外部マイクを用いた録音が可能な状態
とする。
【００４４】
　本実施形態によれば、リモコンにおいて、３極プラグ１０が４極ジャック１１に接続さ
れたときに短絡する抵抗Ｒ４をリモコンキー押下検出用の抵抗Ｒ３及びグラウンド間に設
けたため、マイコン１は、抵抗Ｒ４の短絡により変化するＡＤＩＮ端子の入力電圧に基づ
いてリモコンに対する３極プラグ１０の接続の有無を検出することができる。したがって
簡便な構成により、オーディオ装置はリモコンに対する３極プラグ１０の接続の有無を検
出し、内蔵マイク又は３極プラグ１０に接続された外部マイクのいずれを使用するかを適
切に制御することができる。
【００４５】
　図４は別の実施形態に係るリモコンの要部を上述図２のリモコンの要部と比較して示す
回路図である。図４（ａ）では上述図２のリモコンの要部を示しており、これに対応する
本実施形態の要部を図４（ｂ）において示している。上述図２のリモコンは、図４（ａ）
のように、抵抗Ｒ２、Ｒ３、及びＲ４の直列回路における抵抗Ｒ３を短絡させるリモコン
キーＫ１及び抵抗Ｒ４を短絡させるスイッチＳ１を備える。ただし、スイッチＳ１は４極
ジャック１１のＧＮＤ端子１１ａ及び端子１１ｂ並びに３極プラグ１０の端子１０ａによ
り構成される。
【００４６】
　これに対し、図４（ｂ）のリモコンにおいては、抵抗Ｒ４を抵抗Ｒ３に対して並列に接
続するとともに、リモコンキーＫ１を抵抗Ｒ２と並列となるように設け、さらにスイッチ
Ｓ１を抵抗Ｒ４及びグラウンド間に設けるようにしている。なお、他の構成は図２のリモ
コンの場合と同様である。
【００４７】
　図５は図４（ｂ）のリモコンを図１のオーディオ装置に使用する場合のマイコン１によ
る制御例を示す。ただしここでは、外部接続機器としてヘッドホン又はマイクが接続され
る場合について示す。図５中の「状態」欄、「電圧」欄、及び「内蔵スピーカ（マイク）
」欄の内容は、図３中の「状態」欄、「電圧」欄、及び「セレクタ位置」欄の内容に対応
する。つまり、図４（ｂ）のリモコンを使用する場合においても、ＡＤＩＮ端子の電圧値
に基づいて、外部接続機器を用いるかどうかについて同様の制御を行うことができる。制
御の基礎となるＡＤＩＮ端子の電圧値のみが図４(ａ)のリモコンの場合と異なるだけであ
る。
【００４８】
　すなわち、４極ジャック２に対して何も接続されていない「本体ジャックオープン（未
接続）」の状態においては電源電圧ＶｄｄがＡＤＩＮ端子入力される。これに基づき、マ
イコン１はオーディオ回路からの出力又はオーディオ回路への入力として内蔵スピーカ又
は内蔵マイクを有効とし、内蔵スピーカからの出力又は内蔵マイクからの入力が可能な状
態とする。
【００４９】
　３極プラグ１０が接続されることなくリモコンがオーディオ装置に接続され、リモコン
キーＫ１が押下されていない「リモコンあり」の状態においては、電源電圧Ｖｄｄを抵抗
Ｒ１と、抵抗Ｒ２及びＲ３とで分圧した電圧値であるＶｄｄ×（Ｒ２＋Ｒ３）／（Ｒ１＋
Ｒ２＋Ｒ３）がＡＤＩＮ端子に入力される。ただし、Ｒ１、Ｒ２、及びＲ３は抵抗Ｒ１、
Ｒ２、及びＲ３の各抵抗値である。この電圧値に基づき、マイコン１は内蔵スピーカ又は
内蔵マイクを有効とする。
【００５０】
　この状態でリモコンキーＫ１が押下された「リモコンあり（キー押下）」の状態におい
ては、抵抗Ｒ２の両端が短絡した状態となるので、電源電圧Ｖｄｄを抵抗Ｒ１と抵抗Ｒ３
とで分圧した電圧値であるＶｄｄ×Ｒ３／（Ｒ１＋Ｒ３）がＡＤＩＮ端子に入力される。
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この電圧値に基づき、マイコン１は内蔵スピーカ又は内蔵マイクの有効を維持するととも
に、この電圧値を再生又は録音の開始の指示であると解釈し、内蔵スピーカからの再生音
の出力又は内蔵マイクからの録音を開始する。リモコンキーＫ１の押下が解除された場合
には、再生又は録音を停止し、「リモコンあり」の状態に戻る。
【００５１】
　また、３極プラグ１０が接続されたリモコンがオーディオ装置に接続され、リモコンキ
ーＫ１が押下されていない「リモコン＆３極プラグあり」の場合には、スイッチＳ１がオ
ン状態となるので、電源電圧Ｖｄｄを抵抗Ｒ１と、抵抗Ｒ２、Ｒ３及びＲ４とで分圧した
電圧値であるＶｄｄ×（Ｒ２＋Ｒ３４）／（Ｒ１＋Ｒ２＋Ｒ３４）がＡＤＩＮ端子に入力
される。ただし、Ｒ３４は抵抗Ｒ３及びＲ４の並列回路による抵抗値である。この電圧値
に基づき、マイコン１は内蔵スピーカ又は内蔵マイクを無効とし、３極プラグ１０に接続
されたヘッドホン又はマイクによる出力又は録音が可能な状態とする。
【００５２】
　この状態においてリモコンキーＫ１が押下された「リモコン＆３極プラグあり（キー押
下）」の状態においては、電源電圧Ｖｄｄを抵抗Ｒ１と、抵抗Ｒ３及びＲ４とで分圧した
電圧値であるＶｄｄ×Ｒ３４／（Ｒ１＋Ｒ３４）がＡＤＩＮ端子に入力される。これに基
づき、マイコン１は内蔵スピーカ又は内蔵マイクの無効を維持するとともに、該電圧値の
入力を再生又は録音の開始の指示であると解釈し、ヘッドホンからの再生音の出力又は外
部マイクからの音声信号に基づく録音を開始する。リモコンキーＫ１の押下が解除される
と、再生又は録音を停止し、「リモコン＆３極プラグあり」の状態に戻る。
【００５３】
　一方、ヘッドホン又は外部マイクに接続した通常の３極プラグ３が直接オーディオ装置
の４極ジャック２に接続された「リモコンなし（直接３極プラグ）」の状態においては、
４極ジャック２のコマンド端子２ｂが接地状態となり、０[Ｖ]がＡＤＩＮ端子に入力され
る。これに基づき、マイコン１は内蔵スピーカ又は内蔵マイクを無効とし、ヘッドホン又
は外部マイクを用いた音声出力又は録音が可能な状態とする。
【００５４】
　本実施形態によれば、リモコンにおいて、３極プラグ１０が４極ジャック１１に接続さ
れたときに抵抗Ｒ３との並列回路を形成する抵抗Ｒ４を設けたため、マイコン１は、抵抗
Ｒ４の短絡により変化するＡＤＩＮ端子の入力電圧に基づいてリモコンに対する３極プラ
グ１０の接続の有無を検出することができる。したがって簡便な構成により、オーディオ
装置はリモコンに対する３極プラグ１０の接続の有無を検出し、内蔵スピーカ又は内蔵マ
イクを有効又は無効にするかを適切に制御することができる。
【００５５】
　上述の実施形態においては、リモコンの４極ジャック１１に対して外部マイクやヘッド
ホンが接続されていることが検出された場合には内蔵マイクや内蔵スピーカを無効にする
ことを可能とする形態について説明したが、このようなリモコンに対する接続の有無を検
出する機能を他の目的のために応用することもできる。たとえば、外部マイクの接続有無
の検出結果に基づいて、内蔵マイク又は外部マイクのうちいずれが有効になっているかを
ユーザが認識できるような表示を行うことができる。
【００５６】
　また、リモコンに対し、その４極ジャック１１の端子１１ｂに対応する端子がオープン
とされた４極プラグが接続された場合には、図４で示されるスイッチＳ１がオンとはなら
ないので、３極プラグ１０が接続された場合と区別することができる。この点を利用して
４極ジャック１１に接続される製品を区別し、それぞれに適した動作モードの設定を行う
こともできる。たとえば、上述実施形態においては４極ジャック１１に対し、市販の３極
タイプのマイクやヘッドホンが接続されることが想定されているが、これらに加え、さら
に４極プラグを備えた専用のケーブルやヘッドホンが接続されることも想定し、リモコン
に対して市販品又は専用品のいずれが接続されているかに応じて、出力インピーダンスや
出力電圧等を、それぞれに適したものに切り替えるようにすることができる。
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【００５７】
　図６はリモコンの４極ジャック１１に接続可能なアダプタの構成を示す。このアダプタ
は、オーディオ装置からの出力用の端子として、リモコンの４極ジャック１１を、ヘッド
ホンへの出力用及びライン出力用に兼用することを可能とするものである。すなわちこの
アダプタは、４極ジャック１１に接続可能な４極プラグ６１及びライン出力用の３極ジャ
ック６２を備え、４極ジャック１１からの出力をライン出力として用いる場合に使用され
る。４極ジャック１１からヘッドホンへ出力する場合には、このアダプタを使用すること
なく、４極ジャック１１に対して直接的に、ヘッドホンの３極プラグが接続される。
【００５８】
　４極プラグ６１は４極ジャック１１への接続に際し、４極ジャック１１の端子１１ａ～
１１ｄとそれぞれ接続する端子６１ａ～６１ｄを備える。３極ジャック６２は４極プラグ
６１の端子６１ａ、６１ｃ、及び６１ｄに対してそれぞれ接続された端子６２ａ、６２ｃ
及び６２ｄを備える。４極プラグ６１の端子６１ｂはオープンのままである。したがって
リモコンがオーディオ装置に接続されている場合、マイコン１は、リモコンに対して図６
のアダプタが接続された場合を、リモコンに対して通常の３極プラグが接続された場合か
ら区別することができる。ただし、リモコンに対して図６のアダプタが接続された場合及
び何も接続されていない場合は、いずれもリモコンのスイッチＳ１（図４）がオフ状態で
あるため、区別はされない。
【００５９】
　マイコン１は、オーディオ装置に接続されたリモコンに対して通常の３極プラグ１０が
接続されている場合及び図６のアダプタが接続されている場合を区別し、各場合に応じて
出力インピーダンスや出力電圧を切り替える。したがって、３極プラグ１０を有するヘッ
ドホンがリモコンに接続された場合、及び図６のアダプタがリモコンに接続されたライン
出力の場合のそれぞれに応じて適切な出力インピーダンスや出力電圧を設定することがで
きる。したがって、図６のアダプタは、オーディオ装置のリモコンを介した出力を、通常
のヘッドホンへの出力と、アダプタを介したライン出力や専用ヘッドホンへの出力とで兼
用することを可能とすることができる。
【００６０】
　図７は図１のオーディオ装置、図２のリモコン、及び図６のアダプタを備えた構成にお
いて、４極ジャック２から音声信号を出力するようにした場合に、４極ジャック２に係る
各状態に応じてマイコン１が採用する出力モードを示す。図７中の「状態」欄の内容は図
５における「状態」欄の内容と同様である。ただし、「リモコンあり」及び「リモコンあ
り（キー押下）」の状態にはリモコンに対して図６のアダプタが接続されている場合が含
まれる。「出力モード」欄は、「状態」欄中の各状態に対応して、音声信号の出力インピ
ーダンスや出力レベルをライン出力用の「ライン出力」とするか又は通常のヘッドホン出
力用の「ヘッドホン出力」とするかを示す。「状態」欄の各状態に対応するＡＤＩＮ端子
の電圧は図３や図５の場合と同様である。したがって、この場合もＡＤＩＮ端子の電圧に
基づいてマイコン１は各状態を識別して、出力モードを「ライン出力」又は「ヘッドホン
出力」に設定することができる。「ライン出力」のモードにおいては、左右チャンネルの
出力が、ライン出力に適した出力レベル及び出力インピーダンスとなるように設定する。
「ヘッドホン出力」のモードにおいては、左右チャンネルの出力が、ヘッドホンに適した
出力レベル及び出力インピーダンスとなるように設定する。
【００６１】
　すなわち図７に示されるように、オーディオ装置のジャック２に対して何も接続されて
いない「本体ジャックオープン（未接続）」の状態、並びに４極ジャック２に図２のリモ
コンが接続され、かつリモコンキーＫ１が押下され及び押下されていない「リモコンあり
」及び「リモコンあり（キー押下）」の状態においては、マイコン１は出力モードを「ラ
イン出力」に設定する。ただし「リモコンあり」及び「リモコンあり（キー押下）」の状
態には、リモコンに対して図６のアダプタが接続され、さらにそのアダプタに対してライ
ン出力用の３極プラグが接続されている状態が含まれる。
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【００６２】
　一方、４極ジャック２に対して図２のリモコンが接続され、このリモコンに通常の３極
プラグが接続され、かつリモコンキーＫ１が押下され及び押下されていない「リモコン＆
３極プラグあり」及び「リモコン＆３極プラグあり（キー押下）」の状態、並びに４極ジ
ャック２に対して通常の３極プラグが直接接続されている「リモコンなし（直接３極プラ
グ）」の状態においては、マイコン１は出力モードを「ヘッドホン出力」に設定する。
【００６３】
　図８は図１のオーディオ装置、図２のリモコン、及び図６のアダプタを備えた構成にお
いて、４極ジャック２から音声信号を入力する場合におけるマイコン１による制御例を示
す。図中の「状態」欄の各内容は図７における「状態」欄の各内容と同様である。「入力
」欄は、「状態」欄の各内容に応じてマイコン１が内蔵マイク又はライン入力のいずれを
用いるかを示している。
【００６４】
　オーディオ装置の４極ジャック２に対して何も接続されていない「本体ジャックオープ
ン（未接続）」の場合、並びに４極ジャック２に対して図２のリモコンが接続され、かつ
リモコンキーＫ１が押下され及び押下されていない「リモコンあり」及び「リモコンあり
（キー押下）」の場合には、マイコン１はマイクからの入力を採用し、それに適した入力
インピーダンスや入力レベルとなるように装置を制御する。ただし「リモコンあり」及び
「リモコンあり（キー押下）」の状態には、リモコンに対して図６のアダプタが接続され
、さらにそのアダプタに対してライン入力用の３極プラグが接続されている状態が含まれ
る。
【００６５】
　一方、４極ジャック２に対して図２のリモコンが接続され、これに通常の３極プラグが
接続され、かつリモコンキーＫ１が押下され及び押下されていない「リモコン＆３極プラ
グあり」及び「リモコン＆３極プラグあり（キー押下）」の場合、並びに４極ジャック２
に対して通常の３極プラグが直接接続されている「リモコンなし（直接３極プラグ）」の
場合には、マイコン１はライン入力を採用し、それに適した入力インピーダンスや入力レ
ベルとなるように装置を制御する。
【００６６】
　図９は図２のリモコンに接続するアダプタの別の例として、ステレオ出力をモノラル出
力に変換するアダプタの構成を示す。このアダプタは、リモコンの４極ジャック１１に接
続することができる４極プラグ９１及びモノラル出力用のジャック９２を備える。４極プ
ラグ９１は４極ジャック１１への接続に際し、４極ジャック１１の端子１１ａ～１１ｄと
それぞれ接続する端子９１ａ～１９ｄを備える。ジャック９２は４極プラグ９１の端子９
１ａ及び９１ｄに対してそれぞれ接続されたＧＮＤ端子９２ａ及び信号端子９２ｄを備え
る。４極ジャック９１の端子９１ｂ及び９１ｃはオープンのままである。したがって、図
２のリモコンが接続されたマイコン１は、図９のアダプタが接続された場合を、リモコン
に対して通常の３極プラグが接続された場合から区別することができる。ただし、リモコ
ンに対して図９のアダプタが接続された場合及び何も接続されていない場合は、いずれも
スイッチＳ１がオフ状態（図４）であり、区別はされない。
【００６７】
　図１０は図１のオーディオ装置、図２のリモコン、及び図９のアダプタを備えた構成に
おいて、４極ジャック２から音声信号を出力する場合におけるマイコン１による制御例を
示す。図中の「状態」欄の内容は図７や図８における「状態」欄の内容と同様である。「
リモコンあり」及び「リモコンあり（キー押下）」の状態にはリモコンに対して図９のア
ダプタが接続されている場合が含まれる。「出力モード」欄は、「状態」欄中の各状態に
対応して音声信号の出力をＬ端子２ａからのモノラルのみとするか又はＬ端子２ａ及びＲ
端子２ｂからのステレオとするかを示す。「状態」欄の各状態に対応するＡＤＩＮ端子の
電圧値も図７や図８の場合と同様である。したがって、この場合もＡＤＩＮ端子の電圧に
基づいてマイコン１は各状態を識別し、出力モードをモノラル又はステレオに設定するこ
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とができる。
【００６８】
　すなわち図１０に示されるように、オーディオ装置の４極ジャック２に対して何も接続
されていない「本体ジャックオープン（未接続）」の状態、並びに４極ジャック２に対し
て図２のリモコンが接続され、かつリモコンキーＫ１が押下され及び押下されていない「
リモコンあり」及び「リモコンあり（キー押下）」の状態においては、マイコン１は出力
モードをモノラルに設定する。ただし、「リモコンあり」及び「リモコンあり（キー押下
）」の状態には、リモコンに対して図９のアダプタが接続され、さらにはそのジャック９
２に対してモノラル出力用のプラグが接続されている場合が含まれる。一方、４極ジャッ
ク２に対して図２のリモコンが接続され、これに通常の３極プラグが接続され、かつリモ
コンキーＫ１が押下され及び押下されていない「リモコン＆３極プラグあり」及び「リモ
コン＆３極プラグあり（キー押下）」の場合、並びに４極ジャック２に対して通常の３極
プラグが直接接続されている「リモコンなし（直接３極プラグ）」の場合には、マイコン
１は出力モードをステレオに設定する。これにより、リモコンの４極ジャック１１をモノ
ラル及びステレオ双方の出力用として兼用することができる。
【００６９】
　なお、本発明は、上述実施形態に限定されることなく適宜変形して実施することができ
る。たとえば、上述においては、リモコンキーとして、オン・オフの２値のコマンドを入
力するものを用いているが、この代わりに、抵抗Ｒ３及びリモコンキーＫ１の組を複数用
いてより多くのコマンドを入力できるようにしてもよい。
【図面の簡単な説明】
【００７０】
【図１】本発明の一実施形態に係るオーディオ装置の要部を示す回路図である。
【図２】図１の装置に使用することができるリモコンの構成を示す回路図である。
【図３】図１の装置におけるマイコンによるセレクタの制御例を示す図である。
【図４】別の実施形態に係るリモコンの要部を示す回路図である。
【図５】図４（ｂ）のリモコンを図１のオーディオ装置に使用する場合のマイコンによる
制御例を示す図である。
【図６】図２のリモコンの４極ジャックに接続可能なアダプタの構成を示す図である。
【図７】図１のオーディオ装置、図２のリモコン、及び図６のアダプタを備えた構成にお
ける制御例を示す図である。
【図８】図１のオーディオ装置、図２のリモコン、及び図６のアダプタを備えた構成にお
ける別の制御例を示す図である。
【図９】図２のリモコンに接続するアダプタの別の例を示す図である。
【図１０】図１のオーディオ装置、図２のリモコン、及び図９のアダプタを備えた構成に
おける制御例を示す図である。
【図１１】４極プラグが使用できる従来のオーディオ装置の要部を示す回路図である。
【図１２】図１１のオーディオ装置に使用することができるリモコンの構成を示す回路図
である。
【図１３】図１１の構成においてマイコンのＡＤＩＮ端子に入力される４種類の電圧値及
びこれらに対応する状態を示す図である。
【図１４】図１１の構成において、４極ジャックをヘッドホン端子として使用する場合に
可能なマイコンによる制御を示す図である。
【図１５】図１１の構成において、４極ジャックをマイク端子として使用する場合に可能
なマイコンによる制御を示す図である。
【符号の説明】
【００７１】
　１：マイコン、２：４極ジャック、２ａ：ＧＮＤ端子、２ｂ：コマンド端子、２ｃ：Ｒ
端子、２ｄ：Ｌ端子、３：３極プラグ、４，５：４極プラグ、５ａ：ＧＮＤ端子、５ｂ：
コマンド端子、５ｃ：Ｒ端子、５ｄ：Ｌ端子、７：マイク、７Ｌ：左チャンネル用マイク
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、７Ｒ：右チャンネル用マイク、８：入力セレクタ、９：４極端子、９ａ：ＧＮＤ端子、
９ｂ：コマンド端子、９ｃ：Ｒ端子、９ｄ：Ｌ端子、１０：３極プラグ、１０ａ：ＧＮＤ
端子、１０ｃ：Ｒ端子、１０ｄ：Ｌ端子、１１：４極ジャック、１１ａ：ＧＮＤ端子、１
１ｂ：スイッチ端子、１１ｃ：Ｒ端子、１１ｄ：Ｌ端子、６１：４極プラグ、６１ａ～６
１ｄ：端子、６２：３極ジャック、６２ａ，６２ｃ，６２ｄ：端子、９１：４極プラグ、
９１ａ～９１ｄ：端子、９２：ジャック、９２ａ：ＧＮＤ端子、９２ｄ：信号端子、Ｒ１
～Ｒ４：抵抗、Ｋ１：リモコンキー、Ｓ１：スイッチ。

【図１】 【図２】

【図３】
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【図４】
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